
































に 1 年、インディアナ大学ウラル・アルタイ学科博士課程に 3 年留学される。 
 調査言語学の手法を学ぶはずの米国留学であったが、インディアナ大学で古
代チベットの歴史を専攻していた Christopher Beckwith 教授と出会う。これがま
さに大きな転機であったようである。武内先生はここで古チベット語の文献研
究の重要性に気づく。 
 チベット語は 7～8 世紀から実に多くの史料が見つかる言語である。日本の文
献研究者は仏典を多く取り扱っていたが、武内先生は口語的な表現が見つかり
やすい世俗文書を中心に研究された。インディアナ大学の博士論文のテーマで、
のちに大蔵出版から刊行される Old Tibetan Contracts from Central Asia （1995 年
新村出賞受賞）は当時の中央アジアの多民族に使用された契約文書の研究であ
る。これはチベット語の歴史言語学的研究に重要な貢献をなすだけでなく、中
央アジアの歴史研究を明るく照らすものである。2016 年 3 月には中国語訳が出
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版され、まさに不朽の名著として受け継がれる研究である。 
 米国留学から帰国後、近畿大学教養部に奉職し、最初は英語教員として時事
















年に Himalayan Languages Symposium（日本で初めて開催）, 2013 年には日本言
語学会第 147 回大会など国内外の大型学会も本学で主催された。さらに、ハー























だろう。Tsuguhito[t͡ suɡuˈçito]の名前が長いから Tsugu[ˈt͡ suɡu]と短く発音すること
は理解できる。一方で、日本語話者は通常苗字「たけうちせんせー
[tɐˈkeut͡ ɕisẽseː]」を呼称に用いる。しかし、日本語話者の（複数の）女性たちか




かる喜び。それが「武内紹人教授」から Tsugu への一条の糸なのである。 
 もう定年。しかし、まだ 65 歳。武内先生を知るものは「えー、そんな歳なの?」
と驚く。気力も体力も壮健そのものである。この 4 月から日本チベット学会の
会長にも就任される。大好物の（赤）ワインの摂取量も若い頃と同じ、否、ま
すます盛んとお見受けする。そんな武内先生が本学の専任教員でなくなるのは
寂しく辛いのであるが、こちらはまだまだ武内先生から教えを請い続けたい。 
 武内紹人先生。神戸外大と言語学・チベット学の発展へのご貢献、心から感
謝申し上げます。これからもお体に気を付けられて、ますますのご活躍をお祈
りしております。そして今後とも私たちをどうか導いてくださいますように！ 
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